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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめてください。) 
 

本研究では，京都議定書の枠組みを参考に，森林の CO2 排出権を売却して獲得し得る金額(以下，

単に「排出権額」と略す)を推定した。排出権額を検討するうえでは，国内および国外の排出権取引の

動向を調査したうえで，三重県で実施された排出量取引制度提案事業の排出権額を基礎に，CO2 吸収

量を排出権額に換算した。まず，三重県をモデル地域として森林 CO2 排出権額を取引した場合の林業

収益に与える影響を検討したところ (1)短伐期施業と再造林放棄が排出権取引市場において不利に

作用すること,(2)地域単位でみると排出権取引市場の創設は林業にとって経済的にプラスに作用する

こと,(3)林分単位でみると CO2 吸収量の算定基準年時点に高齢であった林分の排出権額がマイナスと

なることがわかった。また，再造林の実施を前提に,現在の人工林の齢級配置を考慮すると地域レベル

で獲得される排出権額はマイナスとなるが，長伐期化がすすんだ場合はプラスになることが明らかにな

った。他方，林分単位でみると排出権取引の基準年時点の林齢によっては排出権額がマイナスとな

る。そのため,排出権取引市場の創設は，一部の森林所有者に対しては不利益となるだけでなく，必ず

しも林業を活性化することには結びつかない可能性があることに注意を要する。すなわち，排出権取引

市場を創設する場合，高齢林については再植林を前提に伐採後から排出権取引に参加することを選

択できるなど，森林所有者間の公平を期する必要があると結論された。この三重県における検討事例

を基礎に排出権額を森林整備に投入した場合を想定して，国土全体の森林の獲得する排出権額を試

算した。その結果，京都議定書第一約束期間において，わが国の森林整備と京都議定書・森林 CO2 吸

収量の増加にプラスに作用することが確認された。 
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欧文概要 ＥＺ 

 

Based on the carbon accounting system of the Kyoto Protocol, we calculated the amount 

of CO2 emission credit of the Chamaesyparis obtuse private artificial forests in Mie 

Prefecture. To temporal economic values of CO2 emission credit, we introduced Discount 

Cash Flow Method (DCFM) and estimated the change of net presented value (NPV) depended 

on the reforestation and cutting age. As a result, we found out the following points. 

First, long-term harvesting rotation and reforestation are suitable factors for 

obtaining CO2 emission credit. Second, the establishment of carbon emission trading 

system would be incentives for the management of private forest in regional level. Third, 

mature forest includes lower CO2 emission credit than the young one in reference year 

for estimating carbon sink. Closing the huge gap between mature and young forest, the 

political consideration is necessary. For example, the matured stands owners should

be allowed to control the timing of coming to carbon market.  
 

 


